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 令和６年６月 28日発行 

本物体験のすゝめ                        校長 須藤 泰司 
梅雨に入ったと聞いて、水やりの心配から解放される、と少し喜んでいます。雨でも自転車 

で閻魔市に向かう小中学生の姿をいつもこの時期の風物詩のように頭に描いていましたが、今年は 3 日
間天候に恵まれた完全復活の閻魔市。梅雨入りは閻魔市の終わるのを待っていてくれたのか、と天に感
謝する気持ちもあります。しかし、梅雨の本番は 7 月。集中豪雨や川の氾濫等の多くは 7 月に起きてい
ます。今後は線状降水帯など、集中豪雨による土砂崩れや家屋の浸水等が心配されます。熱中症はもち
ろん、高湿度からくる体調不良や食中毒も心配な時期です。十分に気を付けていきたいものです。  
中学生の部活動でいわゆる「本番の大会」といわれる、中学校体育連盟主催大会・上越地区 

大会が終了しました。全校朝会で、大会の報告会と表彰を行いました。激戦を勝ち抜き県大会
への出場権を獲得したものがいる一方、中学校での部活動を終える「引退」を迎えた 3 年生た
ちもいます。私も応援する中、たくさんのゲームセットの瞬間を見ました。3 年生の、引退の
瞬間です。負けてしまったその試合を「リセット」することも「リプレイ」することもできま
せん。ゲームやアプリと違って、リアルな我々の人生はやり直しがきかないのです。春から、
「内省すること」を大事にして欲しいと生徒たちに話してきました。まさに、部活動引退の瞬
間に感じたことを忘れないで欲しい。その時の気持ちを「次の自分の生き方にどう生かすの
か」を考えてほしい、と話しました。 
私は、AI と違い生物 

である人間が大切にし 
ていかなくてはならな 
いものは、本物体験で 
あり大切なものとの出 
会いや人を通じた感動 
（体温を通じた）だと思うのです。そのリアルから受け取る私たちの感情が、これからの生き
方を決定づけていくと感じるからです。大谷選手を引き合いに出すことは好きではないのです
が、きっとボールをバットの芯でとらえた時の感覚、はるか遠くへ遠くへと飛んでいくボール
を見る、全力で投じた投球に空振りをする打者を見る、それぞれの瞬間起きている感情こそ
が、自分を次へと向かわせる「動機」になっているのだと思います。  
一方、バーチャルでも（画像や音響刺激）様々な体験ができる時代です。本物に触れずとも現地へ 

行かずとも、わくわくしたり感動したりすることができます。しかし、それは疑似体験といわれるもの
で現実体験ではありません。疑似体験は自分の都合で何度も繰り返すことができるため（スイッチを入
れる、リプレイをする、コンティニューをする）依存症が起きやすいです。そして恐ろしいのは、依存
症には共通点があり、脳が委縮する傾向にあると、研究が明らかにしています（アルコール依存症はも
ちろんですが、他の依存症も）。残念なことに、そうなってしまうと、体が不調となるのはもちろん、
心も不調になります（意欲低減、活力減退）。元に戻していくためには、「認知行動療法」を行っていく
など、長い期間の治療が必要となってしまいます。依存症は今や子供もなる病です。そして、そうさせ
ないためには、自分の好き自由に疑似体験を何度も何度も繰り返させないことが大切なのです。  
梅雨のさなか、湿度の高い夏の暑さに汗が身体を伝います。しかし 

紫陽花は色とりどりでとても美しく、アマガエルが止まって休んでい 
る姿に笑みがこぼれます。雨が上がった空の色、汚れが浄化されたよ 
うな爽やかな風。「感じる心」を大切にしていくことが、人間らしさ。 
それは、プログラムではありません。豊かでみずみずしい感性をもっ 
て個性を発揮して、人と声を交わし合って助け合って生きていく。本物 
体験を大切にして、心豊かに生きていってほしい。どうぞ、生徒たちに 
本物体験を味わわせてやってください。 
2 年生が 7 月初、職場体験活動で地域に出ていきます。そして、間もなく夏休みもやってきます。保護

者の皆様、地域の皆様、お世話になります。どうぞ、よろしくお願いいたします。 



生徒会本部主催で希望者を募り、５月22日、23
日に「地下道清掃」を、６月27日は「水盤清掃」
を行いました。参加者が多く、予定外の草取りや
側溝の泥上げ等の作業を行った生徒もいました。
みんなとても真剣にさわやかに作業を行っていま
した。今後も継続的に行う予定です。 

 
 
 

 

 

 

 

 ６月３日に、柏崎人権擁護委員協議会主催
の「早朝啓発活動」が実施されました。人権
擁護委員さんに加え桜井市長が来校し、生徒
会本部役員の生徒と一緒にさわやかな挨拶を
交わしました。 
  

第三中学校は、柏崎市のコミュニティスクールのモデル校として学校運営協議会が設置され３年目
となります。５月28日に今年度の第1回の会議が開かれました。運営協議会委員とオブザーバーの参
加で会は行われ、今年度の学校経営方針、学校・地域・家庭での生徒の様子、今年度予定されている
「地域と結ぶ活動」について熟議を行いました。 
【今年度の地域と結ぶ活動（主なもの）】 
４月：新潟病院看護学生との交流（３年生） ５月：遠足（全学年） 潮風ﾏﾗｿﾝﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（陸上部） 
６月：ｸﾘｰﾝﾃﾞｰ参加（全学年） 地域学習講話（１年生） ７月：職場体験（２年生） 
９月：平和講演（２年生） 11月 コミセンでの防災学習（３年生） 通年：学習ボランティア 
＜学校運営協議会委員＞ 
1 中山 博迪 会長 地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 10 工藤 大輔 三中ＰＴＡ会長 
2 伊藤  学 副会長 大洲Ｃセンター長 11 畠山 寛子 三中ＰＴＡ副会長 
3 飯塚 寿之 同窓会長  12 髙橋 佳未 三中ＰＴＡ副会長 
4 持田千惠子 学識経験者 13 今泉 優子 三中ＰＴＡ副会長 
5 佐々木惠一郎 学識経験者 14 矢沢 欣也 柏崎市教育委員会学校教育課長 
6 高橋 達也 剣野Ｃセンター長 15 近藤多計夫 柏崎市教育委員会指導主事 
7 小俣 和明 上米山Ｃセンター長 16 須藤 泰司 三中校長 
8 廣瀬  悟 米山Ｃセンター長 17 力間 博隆 三中教頭 
9 石黒  功 鯨波Ｃセンター長 18 堀井 美織 三中総括事務主幹 

＜オブザーバー＞ 
古川 康成：大洲小学校長  千原 美幸：剣野小学校長  
姥貝 栄次：鯨波小学校長  嶋田 純一：米山小学校長 
山岸 卓矢：三中教務主任  栗岩 知美：三中１学年主任 
重野 典子：三中２学年主任 田村 良太：三中３学年主任 
関根 一美：発達通級指導教室担当・特別支援教育コーディネーター 

６月６日に奨学会役員会・評議員会が行われま
した。須藤校長より今年度の第三中学校について
説明があり、その後昨年度の予算施行状況及び今
年度の予算について検討さ 
れました。また、各町内より 
中学生が参加可能な地域行事 
を提示いただきました。 
 各町内のご支援に心より感謝申し上げます。 

昨年度より保護者・地域の方より学習ボランテ
ィアの協力をいただいています。今回は、１年生
の技術の授業（木工）でご協力いただきました。 
生徒は不慣れな道具を使用し 
ての学習でしたが、一人一人 
の作業の細かい所まで目を配 
っていただきました。 



６月は各学年が学校外部の方より御講演をいただき授業をしていただく機会がありました。普段と
は違う雰囲気の中でいつも以上に緊張感をもって学習に臨んでいました。 
＜３年生 進路説明会（６/７）＞ 
市内及び近隣の高校の先生より、各高校の学習内容や学校生活、 

求める生徒像などについてお話しいただきました。「高校入学は 
通過点、入学後に何をしたいかが大切」など、貴重なお話が聞け 
ました。 
＜２年生 キャリアガイダンス（６/20）＞ 
キャリアコンサルタントの方をお迎えし、７月に実施する職業 

体験に向けた「マナー講座」を行いました。話し方や表情の作り 
方、礼の作法などを具体的に学びました。 
＜２年生 学校保健委員会（５/31）＞ 
PTA保健厚生部主催の学校保健委員会が開かれ、上越教育大学の先生 

よりメディアとの付き合い方について、講演をいただきました。自分 
の生活を振り返り積極的に考える機会となり、また、大学生と一緒に 
話し合いをする、とても貴重な経験になりました。 
＜１年生 地域の魅力についての講演会＞ 
柏崎市に「Uターン」された2名の方に、東京や大阪でのお仕事、 

現在のお仕事、Uターンのきっかけなどに加え、ずっと住んでいる 
となかなか気付けない柏崎の魅力についてお話いただきました。 

上越地区大会に向けて、６月６日に激励会が行われました。大会に向けての決意を述べる選手、応
援生徒ともに大きな声で、堂々とした態度でした。大会への弾みとなったはずです。また、この会で
は奨学会評議員の皆様、学校運営協議会委員の皆様、保護者の皆様、合わせて約30名の参観をいただ
き、多くの御声援をいただきました。ありがとうございました。 

    
 
 
 
 
２週間に渡る上越地区大会を終え、６月25日に報告会と表彰を行いました。 
 
 
 

＜お知らせ＞ 
６月17日より市村千暁教諭が出産・育児休暇となりました。美術の授業は２，３年生を吉沢陵講師

（直江津中等教育学校兼務）、１年生を原佳秀教諭（第一中学校兼務）が担当します。 
＜これからの予定＞ 
７月  

１日(月) 
２日(火) 
 

 ３日(水) 
 ４日(木)

５日(金) 
７日(日) 
９日(火) 

１０日(水) 
１１日(木) 
１３日(土) 
１４日(日) 

 
マインドチェック 
２年生職場体験（～４日） 
１年生歯科指導 ３年生ｱﾙﾊﾞﾑ撮影 
１年生地域学習講話 
１年生仲間づくりプログラム 
保護者面談・学校評価保護者配付 
通信陸上大会（～８日） 
体育祭軍抽選 体育祭ﾘｰﾀﾞｰ活動（3年～22日） 
３年生学習の確認 
県大会激励会 
県総体（女子テニス・水泳） 
県総体（女子テニス・水泳） 

２０日(土) 
２１日(日) 
２２日(月) 
２３日(火) 
２４日(水) 
 
２５日(木) 
 
 
 
 

県総体(陸上) 産附高校部活動体験 
県総体(陸上) 
水泳授業開始 
体育祭結団式 休業前集会 
夏季休業（～8/25） 
ぎおん柏崎まつり(～26日) 
３年生三者面談 
１，２年生個別面談（～29日） 
 

 

＜体育祭リーダー活動＞ 
応 援 ３年のみ：7/29～31 8/2 全学年：8/5、20～21 
パネル ３年のみ：7/29 全学年：7/30～31 8/5、20～21 



＝上越地区大会結果＝ 
６月 11 日，12日，17日，21 日，22 日に各会場で上越地区大会が行われました。 

結果は以下の通りです。      は県大会出場者・チーム 
 
【陸上】 
 ＜男子＞ 
  ８００ｍ    ２位 栁   １５００ｍ ５位 栁   
  ４×１００ｍＲ ６位 片山・品川・石田・近藤 
 ＜女子＞ 
  １００ｍ 優勝 須貝   ２００ｍ 優勝 須貝 
  ８００ｍ ６位 佐々木   １５００ｍ 10 位 佐々木 

１００ｍＨ ４位 田邉  走り幅跳び ６位 中根 
  四種競技  ３位 佐藤  ４位 髙橋 
  低学年４×１００ｍＲ 優勝 三上・小山・小俣・中根 

４×１００ｍＲ 優勝 田邉・三上・髙橋・須貝 
【男子テニス】 
 ＜団体戦＞ 予選リーグ敗退 
  予選リーグ 三中○－×城東中  三中○－×柿崎中  三中×－○瑞穂中   
 ＜個人戦＞ 
  ベスト 16 今井・滝澤ペア  浅野・村山ペア 
  ベスト 32 工藤・工藤ペア 
【女子テニス】 
 ＜団体戦＞ 優勝 
  予選リーグ 三中○－×松浜中  三中○－×雄志中  三中○－×城東中 
  決勝リーグ 三中○－×柏崎一中 三中○－×上越教育大学附属中 三中○－×柏崎東中 
 ＜個人戦＞ 
  優勝   吉原・宮下ペア  ベスト８ 曽根・山田ペア 
  ベスト 32  湯本・倉部ペア 
【野球】  
  第１試合 柏崎西部×－○城北中 第２試合 柏崎西部○－×糸魚川東中 予選リーグ敗退 
  １回戦  刈羽 WBC×－○糸魚川中 
【男子バスケ】  
  １回戦 三中×－○直江津中 
【女子バスケ】  
  １回戦 三中・一中・東中・翔洋○－×城東中 ２回戦 三中・一中・東中・翔洋×－○城西中 
【卓球】 
 ＜男子・団体＞ 予選リーグ敗退 
  第 1試合 三中×－○城西中 第２試合 三中×－○柿崎中 第３試合 三中○－×八千浦中 
 ＜男子・個人＞ ３回戦敗退 丸山 
 ＜女子・団体＞ 予選リーグ敗退 
  第１試合 三中×－○新井中 第２試合 三中×－○城東中 第３試合 三中×－○板倉中 
 ＜女子・個人＞ ３回戦敗退 桑原 
【水泳】 
 ＜男子＞ 
  ５０m自由形 ２位 近藤 １００m自由形 ６位 關矢 ７位 眞貝 
  ２００ｍ自由形 ７位 佐野 １００m ﾊﾞﾀﾌﾗｲ ２位 近藤  

１００m平泳ぎ 優勝 長澤 ５位 佐野 ２００ｍ平泳ぎ ４位 長澤 
＜女子＞ 
  ５０ｍ自由形 ６位 佐藤 １００ｍ自由形 ５位 中野 
２００ｍ自由形 優勝 中野 １００ｍ背泳ぎ ５位 佐藤 

【バレーボール】 
  柏崎ｼｰｸﾞﾗｽ 予選 ○―×三和中 ×－○Rikka-Rokka 1 回戦○－×春日中 ２回戦×－○柿崎中 

 KVC     予選  ×－○雄志中 ×－○頸城中 ○－×松浜中 １回戦×－○妙高・妙高高原中 
 
[県大会日程]７/13，14：テニス（新潟市）水泳（長岡市） 20，21：陸上（新発田市） 

なお、通信陸上大会は７/７，８に新潟市で実施されます。 


